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美しい富士山を未来の子どもたちに ●ふじさんネットワーク● 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 １ 「富士山勉強会」を開催しました。 

３月１６日（日）、ふじさんめっせ会議室（富士市柳島）において、富士山勉強会を開催しま

した。参加者は７２名でした。 

静岡県自然保護課の大川慎一氏と㈱環境アセスメントセンターの品川修二氏からは、「富士山

麓植生保全パトロールの結果報告」と題して、今年度、県が実施した、富士山麓の植生状況を把

握するために行われたパトロールの結果について報告していただきました。 

また、富士山エコレンジャー連絡会の吉永耕一氏からは、「富士山南麓の森とトレイルラン大

会－トレイルラン植生保全環境調査・中間報告－」と題して、富士山麓で、2,000人規模で行わ

れているトレイルランが富士山の自然環境に与えている影響について調査した結果を報告してい

ただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●富士山憲章【行動規範】 

１・富士山の自然を学び、親しみ、豊かな恵みに感謝しよう。 

１・富士山の美しい自然を大切に守り、豊かな文化を育もう。 

１・富士山の自然環境への負荷を減らし、人との共生を図ろう。 

１・富士山の環境保全のために、一人ひとりが積極的に行動しよう。 

１・富士山の自然、景観、歴史・文化を後世に末長く継承しよう。 

会員 

募集中! 

 

○c 静岡県 

静岡県自然保護課 大川 氏 ㈱環境アセスメントセンター 品川 氏

富士山南麓の「富士山自然休養林」で調査をした結果、静岡県レッドデーターブック掲載種を１３種、

環境省レッドリスト掲載種を８種、これらを 107 地点で 1,133 個体確認した旨の報告や、富士山で見

られる貴重な植物について説明がありました。 
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富士山エコレンジャー連絡会 吉永 氏 会場の様子 

連続踏圧による土壌変化と植生損傷等について報告がされた後、主催者には、環境への影響を考慮した

コース設定、定期的環境モニタリング調査の実施と公表、第三者並びに関係者間でのルール作りを求め

ました。 

当日の資料に若干の予備がありますので、必要な方は事務局までご連絡ください。 

 

 ２ 静岡県からのお知らせ 

静岡県自然保護課が、富士山の自然環境と「恵み」を育むメカニズムを解説するとともに、自

然とのふれあい方法やマナー等を紹介する冊子「富士山の自然と恵み」を作成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 仕様 210 ミリ×110 ミリ、全 28 ページ、中綴じ、 

     両面カラー 

○ 内容 ・富士山の気象 

     ・富士山の地形・地質 

・富士山の地下水と湧水 

・富士山の植物 

・富士山の動物 

・富士山の景観 

・富士山の歴史と文化 等 

必要な方は、静岡県自然保護課までご連絡ください。 

電話 ０５４－２２１－２９６３ 

 

 『事務局からのお知らせ』  
 

◇ 平成26年3月25日現在 正会員:252団体 賛助会員:240団体・個人 計492団体・個人
 

 ◇ ふじさんネットワーク通信への掲載情報募集中です！お気軽にご連絡ください。 
 

 ◇ ふじさんネットワークへの入会も随時受付中です！ 
 

 
 ふじさんネットワーク事務局 静岡県 くらし・環境部 環境局 自然保護課 富士山保全班内  

  〒420-8601静岡市葵区追手町9番 6号  TEL：054-221-2963 FAX：054-221-3278 

  HP：http://www.fujisan-net.gr.jp/        E-mail ：3776fu j i@pref .sh izuoka. jp 


